
 

キャッシュレス納付の利用拡大等について    

（管理運営関係） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国税の納付は、金融機関や税務署の窓口へ行く必要のない 

非対面のキャッシュレス納付が大変便利ですので、是非ご利用ください！！ 

キ ャ ッ シ ュ レ ス 納 付 の 利 用 拡 大 に つ い て 

○ ダイレクト納付 

 ・ e-Tax により申告書を提出した後、事前に指定した納税者ご自身名義の預貯金口座から、

即時又は納付日を指定して、口座引落しにより国税を納付することが可能です。 

・ 複数の預貯金口座をご利用いただけるほか、予納も利用することが可能です。 

 ・ 個人の方については、金融機関届出印の押印なしに、オンラインでダイレクト納付利用 

届出書を提出することが可能です。 

・ 地方税についても、地方税共通納税システムによるダイレクト納付が可能ですので、特に、 

 毎月納期が訪れる個人住民税（特別徴収分）など、国税と併せてご利用をお願いします。 

（別紙１）「税金の納付は、ダイレクト納付で業務効率化！」チラシ 

○ インターネットバンキング 

・ 事前に e-Tax の利用開始手続を行うことで、インターネットバンキングにより国税を電

子納付することが可能です。 

・  

（別紙２）「国税の納付はキャッシュレス納付をご利用ください！」チラシ 

○ 振替納税 

（別紙２）「国税の納付はキャッシュレス納付をご利用ください！」チラシ 

・ 納税者本人名義の預貯金口座から、口座引落しにより国税を納付することが可能です。 

・ 申告所得税や個人事業者の消費税の確定申告書を提出する必要のある方に便利な納付方法 

です。 

・ 金融機関届出印の押印なしに、オンラインで振替依頼書を提出することが可能です。

（別紙２）「国税の納付はキャッシュレス納付をご利用ください！」チラシ 
 

○ クレジットカード納付 

・ 事前の手続なしで、パソコンやスマートフォンから国税の納付手続が可能です。 

・ 納付税額に応じた決済手数料がかかるものの、24 時間利用できますので、時間を気に 

せず、納付手続が行えます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ スマホアプリ納付 

・ スマートフォン決済専用の Web サイト（国税スマートフォン決済専用サイト）へアクセ

スし、納税者が利用可能な Pay 払いを選択して納付する手続です。 

・ 時間を気にせず、場所を選ばず、納付手続が行えます。 

・ 決済手数料はかかりません。 

・ 事前の手続なしで、スマートフォンから国税の納付手続が可能です。 

・ 原則として、全ての税目で納付が可能です。 

※ 印紙を貼り付けて納付する場合など、利用できない税目があります。 

・ 納付しようとする金額が 30 万円以下の場合に利用することができます。 

※ 利用する Pay 払いで設定された上限金額により、利用可能な金額が制限される場合があります。 

・ アカウント残高を利用した支払方法のみ利用可能なため、事前に利用する Pay 払いへの

アカウント登録及び残高へのチャージが必要です。 

・ 領収証書は発行されません。 

※ 「納付手続の完了」画面で「納付内容をダウンロード」していただくか、「納付情報の入力」画面

でメールアドレスを登録し、納付手続完了メールを受信することで、納付内容を確認することがで

きます。 

 

（別紙３）「国税の納付はスマホアプリ納付で！」チラシ 

【納付手続の流れ】 

e-Tax の受信通知からアクセスする場合 

e-Tax を利用して申告書・所得税徴収高計算書データの送信又は納付情報登録依頼をし

た後に、メッセージボックスに格納される受信通知（納付区分番号通知）からアクセスし、

①利用する Pay 払いを選択、②e-Tax から引き継がれた納付情報（氏名、税額等）を確

認、③選択した Pay 払いで支払、の３ステップで納付手続完了となります。 

国税庁ホームページからアクセスする場合 

国税庁ホームページから「国税スマートフォン決済専用サイト」に直接アクセスして、 

①利用する Pay 払いを選択、②納付情報（氏名、税額等）を入力、③選択した Pay 払い

で支払、の３ステップで納付手続完了となります。 

※ 自宅等からスマートフォン等による申告をされた場合は、受信通知（納付区分番号通知）からス

マホアプリ納付を選択することで、国税スマートフォン決済専用サイトに遷移します。 

また、自宅等からパソコンによる申告をされた場合は、受信通知（納付区分番号通知）に付され

た QR コードをスマートフォン等のカメラで読み取ることで、国税スマートフォン決済専用サイ

トに遷移します。 

※ 源泉所得税及び復興特別所得税（自主納付分）は、e-Tax で徴収高計算書データを送信後、受信

通知から納付を行う場合のみ可能となります。 

 

国税のキャッシュレス納付手続について、利用手順のマニュアルを掲載

しています。 
また、YouTube「国税庁動画チャンネル」に、「はじめよう！ダイレ

クト納付！」と題して、ダイレクト納付に必要な事前手続とダイレクト納

付の操作方法を分かりやすく説明した動画を全３本のシリーズで掲載して
いますので、是非ご覧ください。 

▼詳細はこちら 



・ おおむね６月以内（期限内申告に係る国税については、おおむね 12 月以内）において、

納付すべき税額の確定することが確実であると認められる国税について、あらかじめ納付す

ることができる制度です。 

 

・ 将来に納付が見込まれる国税を、e-Tax に登録した預貯金口座からの引落しにより、指定

した期日に予め納付できる、予納ダイレクトをご利用ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 限 内 納 付 に つ い て 

納税者の方が期限内に納付されるよう、税理士の皆様のご指導をお願いします！！ 

将来に納付が見込まれる国税は、予納ダイレクトを利用して計画的に納付できます！！ 

 

 ○ 予納制度 

【適用要件】 

納付の日までに対象税目の納税地の所轄税務署長に「国税の予納申出書」を提出 

 * 予納ダイレクトであれば、提出不要 

① 調査等により近日中に納付すべき税額の確定が見込まれる場合、修正申告書提出前であ

っても、その納付すべき税額の見込金額をあらかじめ納付することにより、その納付した

金額について、延滞税の計算期間が予納の日までとなる。    延滞税の負担を軽減！ 

② 確定申告により納付することが見込まれる金額について、申告書の提出前に、あらかじ

め納付可能     申告時に（一括で）納税資金を準備する負担を軽減！ 

（別紙５）「予納制度を利用した納税のご案内」チラシ 

（別紙６）「国税の納付にはダイレクト納付がおすすめです！」チラシ 

・ 期限内納付に向けて、関与先の皆様に納期限の周知及び期限内納付指導をお願いします。 

  なお、「ダイレクト納付」や「振替納税」など、キャッシュレス納付についてもご案内を

お願いします。 

・ 「納税資金の定期的な積立て」及び「予納制度」の利用についても、引き続きの指導をお

願いします。 

 

 

 

【令和５年分所得税及び復興特別所得税の予定納税分に係る納期限】 

① 第１期分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・令和５年７月 日（月） 

② 第２期分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・令和５年 月 日（木） 

（別紙４）「税理士の皆様へ 期限内納付に向けたご指導をお願いします！」チラシ 

 ○ 期限内納付 



パソコン、スマートフォン及びタブレット端末から e-Tax を使って、 

納税証明書の交付請求から受取まで簡単な操作でできますので、是非ご利用ください！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PDF ファイルによる電子納税証明書の利用勧奨について 

 ・ パソコンから電子署名を付与した納税証明書交付請求書を提出し、手数料をインターネ 

ットバンキングやＡＴＭで納付することで、税務署へ出向くことなく電子納税証明書 

（ＰＤＦファイル）を受領できます。 

・ 受領した電子納税証明書（PDF ファイル）（※）は、自宅やコンビニで印刷可能な上、何

枚でも印刷してお使いいただけますので、複数枚を提出する場合等、非常に便利です。 

  ※ 電子納税証明書（PDF ファイル）をダウンロードできる期間は、メッセージボックスに発行受付結

果（電子納税証明書の発行準備が整った旨の通知）が配信されてから 90 日間です。 

・ 手数料が書面による請求に比べ安価（通常 400 円⇒ 370 円）です。 

 ・ e-Tax ソフト（SP 版）からも、電子納税証明書（PDF 形式）の交付請求ができます。 

 

 

○ 特徴及び利便性

（別紙７）「電子納税証明書（PDF）がさらに便利に！スマホで請求！スマホで受取！」チラシ 

【スマートフォン及びタブレット端末による電子納税証明書等の申請について】 

 ・ 電子納税証明書（PDF 形式）の交付請求から受取まで、スマートフォン及びタブレッ

ト端末を使用して申請ができます。 

・ 及びタブレット端末 電子納税証明書（PDF 形式）

 ≪請求から受取まで簡単な３ステップで手続完了≫ 

① e-Tax ホームページからログイン、「納税証明書の交付請求（電子交付用）」を選択 

② 納税証明書の請求データを作成、マイナンバーカードを読み込んで電子署名を付与

し、請求データを送信 

③ メッセージボックスに手数料の案内が格納されるため、インターネットバンキング

で手数料を納付後、納税証明書データをダウンロード 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各 種 取 組 の 実 施 に つ い て 

○ 税務署窓口領収時間の見直し 

○ 窓口収受システムを利用した収受事務（試行）【和歌山署】 

各種取組への協力のお願い 

 
○ 自動現金領収機を使用した現金領収事務（試行）【東署・堺署】 

令和２年 10 月１日（木）以降、署内領収の受付時間を原則９時から 16 時までとしています。 

国税庁においては、納税者等の利便性を向上させるとともに、現金管理等に伴う社会全体の 

コストを縮減する観点から、令和７年度までにキャッシュレス納付割合を４割とすること 

を目指しておりますので、金融機関や税務署窓口以外の、キャッシュレス納付手段を利用して

いただきますようお願いします。 

 

  令和２年８月３日（月）以降、「窓口収受システム」を使用した収受事務の試行を実施しています。 

試行の内容は、税務署の総合窓口にスキャナを設置し、納税者等が自ら提出書類をスキャ

ンすることで提出事績を明確化するほか、収受日付印の押なつに代えて、スキャンした書類

の１枚目に提出事績を表示して出力し、納税者等に交付するものです。 

  なお、提出事績を表示した帳票が控えとなりますので、試行署においては控え用の申告書

等を持参いただく必要がありませんので、ご留意願います。 

 

  令和２年 12 月１日（火）以降、「自動現金領収機」を使用した現金領収事務の試行を実

施しています。 

  試行の内容は、税務署の総合窓口に自動現金領収機を設置し、納税者からの申出に基づき、

納付専用紙を作成することで、納税者自らが自動現金領収機に納付専用紙を挿入し、入金を

行った後、領収証書及び釣銭を受領するものですので、ご協力をお願いします。 

 

○ 税務署窓口における相談体制 

国税庁では、国税に関する相談について、来署せずとも自宅やオフィスから解決できる

方法として、国税庁ホームページのタックスアンサーやチャットボット、電話相談センタ

ーをご用意しています。 

なお、具体的に書類や事実関係を確認する必要がある場合など、電話での回答が困難な

相談については、従来より税務署において事前に予約を受けた上で、面接により対応する

こととしていますが、令和５年８月以降、相談時間の確保及び来署者の待ち時間の削減の

ため、上記以外の相談についても、面接による相談を希望される場合は、原則として事前

に予約を受けた上で対応することといたします。 

税務署窓口における相談体制について、ご理解とご協力をお願いします。 

（別紙２）「国税の納付はキャッシュレス納付をご利用ください！」チラシ 

（別紙８）「国税に関するご質問・ご相談は国税庁ホームページで解決！」チラシ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 還付金の振込に係る電子通知 

《事前送付を行わないこととなる方》 

➣ e-Tax により申告書を提出されている法人の方  

➣ e-Tax による申告書の提出が義務化されている法人の方  

➣ e-Tax で「予定納税額の通知書」の通知を希望された個人の方  

➣ 「納付書」を使用しない次の手段により納付されている法人・個人の方 

ダイレクト納付、振替納税、 

インターネットバンキング等による納付、 

クレジットカード納付、スマホアプリ納付、 

コンビニ納付（ＱＲコード） 

※ ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

 令和５年６月以降、還付申告や還付申請（請求）を e-Tax で提出される方のうち、税務

署から送付される国税還付金振込通知書を e-Tax で送付希望される方については、書面に

よる通知に代えて専用の通知書ボックスに e-Tax で国税還付金振込通知書を送信できるよ

うになりましたので、是非ご利用をお願いします。 

○ 納付書の事前送付に係るお知らせ 

国税庁では、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」の実現に向けて、キャッ

シュレス納付の利用拡大に取り組んでいるところ、社会全体の効率化と行政コスト抑制の観点

を踏まえ、e-Tax により申告書を提出している法人の方などについて、令和６年５月以降は、

納付書の事前の送付を取りやめることとしておりますので、ご理解とご協力をお願いします。 

 法人税、所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税、贈与税、相続税、酒税、

間接諸税に係る還付申告や還付申請（請求）を e-Tax により提出した方で、銀行口座への

振込みによる還付となる方 

 

 e-Tax による国税還付金振込通知書の確認方法については、e-Tax ホームページ等から

受付システムにログインした後、メインメニューの通知書等一覧の「確認画面へ」を選択

し、「国税還付金振込通知書」からご確認いただけます。 

 

・ 電子通知を希望された場合は、書面での通知はされません。 

・ e-Tax による通知書の交付を希望された場合でも、利用者識別番号の変更、その他の理

由により e-Tax による交付ができない場合には、書面により送付されることがあります。 

・ 代理送信により電子通知を希望して申告書等を提出した場合でも、国税還付金振込通

知書は納税者ご本人のみに送信されます。 

対象者（税目） 

受取方法（確認方法） 

留意事項 

▼詳細はこちら 



別紙１









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダイレクト納付 こんな方に 
おすすめ  e-Taxを利⽤している方 

源泉所得税を納付している源泉徴収義務者の方 

  ご利用に当たっては、事前に税務署へe-Taxの利用開始手続を行った上、ダイレクト納付利用届出書を

提出していただく必要があります。個人の方は、e-Taxによる提出も可能です。 
  届出書の提出からご利用可能まで１か月程度（e-Taxでの提出は１週間程度）かかります。 

  領収証書は発行されません（納付状況は預貯金通帳等をご確認ください。）。 

  利用可能金融機関や利用可能額等の詳細は、国税庁ホームページをご確認ください。 

 

  事前にダイレクト納付利用届出書を提出することで、複数の預貯金口座を選択（※）できます。 
  期限内申告の課税期間内であれば、申告書の提出前に納付見込額を資金繰りに応じて事前納

付する予納制度にも対応しています。 
  ※ 同一金融機関における複数の預貯金口座のダイレクト納付の利用可否については、国税庁ホームページで「利用可能金融 

機関一覧」をご確認ください。 

e-Taxで申告書等を提出した後、納税者ご  名義の預貯  座から、即時 は 
納付 を指定して、 座引落しにより納付する 続です。 

 
納税者ご  名義の預貯  座からの 座引落しにより 動的に納付する 続です。 

  利用可能税目 ①「申告所得税及び復興特別所得税」（※１） 

②「消費税及び地方消費税（個人事業者）」（※２） 

  ご利用に当たっては、事前に税務署又は希望する預貯金口座の金融機関へ振替依頼書を提出していただ

く必要があります。e-Taxによる提出も可能です。 

  領収証書は発行されません（納付状況は預貯金通帳等をご確認ください。）。 

  インターネット専用銀行等の一部の金融機関や、インターネット支店等の一部の店舗では利用できない

場合がありますので、利用の可否については、取引先の金融機関へお問い合わせください。 
※１ 期限内に申告された確定申告（３期）分及び延納分、予定納税（１期、２期）分が対象です。 
※２ 期限内に申告された確定申告分及び中間申告分が対象です。 

 
 

 

▼  
 

 

▼  
 

 

所得税や消費税の申告書を毎年提出する
個人事業主の方 

こんな方に 
おすすめ  

国税庁 
e-Tax 
キャラクター 
イータ君 

ゴー  デジタル 

ゴー  キャッシュレス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪国税局・税務署 

▼  ▼  ▼  

各納付方法の詳細は、国税庁ホームページの

「納税に関する総合案内」からご覧ください。 
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/annai/index.htm 

▼詳細はこちら 

キャッシュレス納付 
以外の便利な納付 法 

コンビニ納付 

（ＱＲコード） 

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」及び「コンビニ納付用 QR コード作成専用
画 」等で作成・出 した「QR コード」をコンビニのキオスク端末に読み取らせることで、バーコード
（納付書）を出 し、コンビニのレジで納付する 続です。 
  利用可能なコンビニは、ローソン、ナチュラルローソン、ミニストップ（いずれも「Loppi」端末設

置店舗のみ）、ファミリーマート（「マルチコピー機」端末設置店舗のみ）となります。 
  利用可能額は、バーコード（納付書）１枚につき 30 万円以下となります。 
  領収証書は発行されません（払込金受領証は発行されます。）。 
  作成した「ＱＲコード」（ＰＤＦファイル）をスマホに保存し、画面に表示して「Loppi」「マルチコ

ピー機」端末に読み取らせることも可能です。 
  

※ ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。 

 

 
パソコンやスマホから「国税クレジットカードお支払サイト」へアクセスし、

クレジットカードにより納付する手続です。 

▼ こちらから 
お支払サイトに 

 

  納付税額に応じた決済手数料がかかります。 

  「国税クレジットカードお支払サイト」での納付手続が完了すると、その納付手続の取消しはできません。 

  源泉所得税及び復興特別所得税（自主納付分）は、e-Taxで徴収高計算書データを送信後、受信通知から 

納付を行う場合のみ可能です。 

  領収証書は発行されません（納付状況は利用明細等をご確認ください。）。 

  金融機関やコンビニ、税務署の窓口では、クレジットカードによる納付はできません。 

クレジットカードを利⽤
している方 

こんな方に 
おすすめ  

スマホアプリ納付 
▼ こちらから 
決済専用サイトに 
アクセスできます Pay払いを利⽤している方 

こんな方に 
おすすめ  

スマートフォン決済専 のWebサイト（国税スマートフォン決済専 サイト） 
へアクセスし、Pay払いで納付する 続です。 
  納付しようとする金額が30万円以下の場合に利用することができます。 

 ※ 利用するPay払いで設定された上限金額により、利用可能な金額が制限される場合があります。 

  アカウント残高を利用した支払方法のみ利用可能なため、事前に利用するPay払いへのアカウント登録

及び残高へのチャージが必要です。 

  源泉所得税及び復興特別所得税（自主納付分）は、e-Taxで徴収高計算書データを送信後、受信通知か

ら納付を行う場合のみ可能です。 

  領収証書は発行されません（納付内容（PDF）データで納付情報をご確認ください。）。 

  金融機関やコンビニ、税務署の窓口では、Pay払いによる納付はできません。 

 

 
インターネットバンキングやＡＴＭから納付する手続です。 
  ご利用に当たっては、事前に税務署へe-Taxの利用開始手続が必要です（登録方式の場合）。 

  源泉所得税及び復興特別所得税（自主納付分）は、e-Taxによる徴収高計算書データの送信が必要です。 

  領収証書は発行されません（納付状況は預貯金通帳等をご確認ください。）。 
  利用可能金融機関や利用可能額等の詳細は、国税庁ホームページをご確認ください。 

インターネットバンキング 
を利⽤している方 
近くに⾦融機関のATMが 
ある方 
 

こんな方に 
おすすめ  

別紙２

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/annai/index.htm
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国税庁 法人番号7000012050002 （R5.5）

① チャットボット（ふたば）に質問する

② タックスアンサーを利⽤する

チャットボットは
こちらから

タックスアンサーでは、国税のよくある質問に対する一般的な
回答を次の方法で調べることができます。

・⾃分に合った状況から探す（質問形式による検索）

・キ－ワ－ドによる検索

・税⾦の分野ごとに調べる
タックスアンサーは

こちらから

国税庁 税について調べる

チャットボット（ふたば）では、次の方法で質問すると、
AI（人工知能）が自動回答します。

・ご質問したいことをメニューから選択

・⾃由に⽂字で⼊⼒

チャットボット
（税務職員ふたば）

相談可能税目について
所得税
消費税・ の 確定申告 ・年末調整・インボイス制度

※「年末調整」の利⽤可能期間は、10⽉上旬から翌年１⽉下旬までとなります。

別紙８



（裏面）

税務署で相談する

※相談内容によっては、税務署へのご相談をお願いする場合がございます。

所轄の税務署へ 電話する

税務署の電話番号
はこちらから

電話で解決 『 電話相談センター 』へつながります。

電話相談センターを選択する

音声案内に従い、
「１」 電話相談センターを選択

インボイス制度及び消費税の
軽減税率制度に関する 般的
なご質問は、「３」 インボイス
コールセンターを選択する

相談内容を選択する
音声案内に従い、相談する内容の番号を選択する

「１」 所得税
「２」 源泉徴収、年末調整、 払調書
「３」 譲渡所得、相続税、贈与税、財産評価
「４」 法人税
「５」 消費税、印紙税
「６」 その他

税務署での相談は、事前予約が必要です。

書類や事実関係を確認する必要がある場合など、
チャットボットやタックスアンサー、電話相談
センターによる解決が困難な相談については、
面接にて相談を受け付けています。

所轄の税務署へ電話して音声案内「２」を選択してください（「税務署」に繋がります。）。


